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１．	はじめに 

	 札幌市では，地域力を活かした雪対策を進めるため，平

成27年度から「冬みち地域連携事業」を立ち上げ，その主

要な取組として，小学生を対象に，「雪」を楽しんだり，

克服したりする活動を通して冬の暮らしに関心を持ち，除

雪などに対する意識が浸透することを目指す「札幌雪学習」

の検討・実施をしている。これは札幌市教育委員会が平成

２１年度から掲げている「札幌らしい特色ある学校教育

（雪）（環境）（読書）」と呼応し，現在，札幌市建設局

雪対策室，札幌市教育委員会，札幌市各区土木センター，

札幌市小学校教員（各教科専門性の高い教員）が参加する

「札幌市雪学習プロジェクト」を平成２７年に発足させた

ものである。	

	 「札幌市雪学習プロジェクト」では，札幌市教育委員会

が発行する「教育課程の手引」に掲載される実践事例とな

ること，市内の教職員がwebを通して，雪を教材化した学

習を実践できることを目指し，実践を積み上げてきた。ま

た，雪に関する様々な知識や情報を記事にして毎月発行す

る「雪学習ニューズレター」を発行してきた。	

	

２．	札幌市の除排雪問題 

	 年間6mにもなる降雪量を誇る200万都市札幌は世界でも

希有な街である。これほどの過酷な条件の中で， お よ そ

200万人の人々が生活できる要因は札幌市の雪対策事業に

他ならない。年間約200億の予算をかける大事業である。	

	 しかしながら，札幌市の除排雪の状況は課題が山積して

いる。一つ目は	「雪たい積場の確保」である。雪たい積

場の多くが借地であり，周辺の土地利用の進展などによ

り，所有者の土地利用計画などで撤退を余儀なくされるな

ど，継続利用が困難で，郊外化していること。二つ目に

「除排雪に携わる除雪事業者の体力低下」である。長引く	

景気の低迷や公共事業の減少から，建設業の倒産，撤退が

増加，また従事者の高齢化も進んでいる。三つ目は「ダン

プや除雪機械の確保」である。除雪事業者の体力低下から，

除雪機械の更新が進まず，老朽化が進んでいる。また，運

搬作業に必要なダンプトラックの台数が減少している。札

幌市の厳しい財政状況の中，今後も雪対策の予算確保が可

能であっても，これらの状況から雪対策事業が成り立たな

く可能性がある。しかし，これらの状況を市民が理解して	

いるとは言い難く，市政世論調査では約４０年間「除雪に

関することへの不満」が第一位である。にもかかわらず，

道路の迷惑駐車による作業効率低下，道路への雪捨てによ

り ， 	 排雪量の増加など，雪対策の課題は，札幌市民の

「シチズンシップの育成」とも言える。	そこで，小学生

段階から，「雪」を楽しんだり，克服したりする教材化を

発達段階に応じて学ぶ機会を増やすことで，雪を厄介者と

する意識から，北海道の文化としての「雪」の価値，雪を

活用すること生まれる新たな見方や考え方を醸成していく

ことを目的とする。		

	

３．	教育課程への配置と実践事例 

3.1	 概要	

	 札幌市教育委員会が平成２４年に発行し「札幌らしい特

殊ある学校教育実践資料集」では以下のような教育課程へ

の位置づけが例示されている。本プロジェクトではこの例

示を基に，更に実践事例を増やし授業で扱う教材や資料，

板書例，テストなどをパッケージ化して市内の先生がすぐ

につかえるようにWeb配信を行うことを目指した。	

	

図１	 冬の教育課程事例	



	 以下、実践順に紹介する。	

3.2	 ５年生社会科「環境を守るわたしたち」(H27)	

【単元のねらい】	

○	 環境汚染の原因，健康や生活環境を守るための取組や

市民一人一人の協力の重要性について考え，適切に表

現している。	

○	 市民や行政，企業が一体となって生活環境を守ること

の大切さを理解している。	

【雪学習ポイント】	

◎	 札幌市の冬の自動車交通を支えていた「スパイクタイ

ヤ」から，車粉公害を防ぐ「スタッドレスタイヤ」普

及までの過程を行政，企業，市民の相互関係を教材化。	

◆５年生の社会科の環境単元は，札幌市が採用している教

科書では京都の鴨川の浄化が教材化されている。もちろん，

この教材を活用して授業を進めることもできるが，子ども

たちにとって身近な題材を選択したほうがより実感できる

内容となる。そこで，本実践では約３０年前にスパイクタ

イヤのピンがアスファルトを削るために発生する「車粉」

公害から街を救うために動いた市民のスパイクタイヤ反対

運動，健康被害調査，市長を始めとしたスパイクタイヤ禁

止条例の整備，企業によるスパイクタイヤに変わる車粉を

出さない「スタッドレスタイヤ」の開発を教材化した。	

	 授業を進めていくにあたり副読本も制作している。スパ

イクタイヤとスタッドレスタイヤの構造の比較，車粉被害

の具体，解決までの年表，当時の新聞記事を掲載した内容

で構成され子供たちの調査活動に活用できるようにした。	

	

	 	

	 実践後の事後検討では，車粉公害のしくみがわかりやす

いことや両親への取材も可能であったことなどから，５年

生の子どもたちにも公害の内容を実感することが容易であ

ったことや，市や企業，市民の関係性が「自助」，「公

助」，「共助」という視点で捉えることができることも教

材化として優れていたことがあげられた。	

3.3	 ５年生理科「冬の天気」(H28)	

【単元のねらい】	

○	 冬の天気の変化や路面の変化を雲と雪，気温を基に考

える。	

○	 雲の観察や気温の観測に見通しをもって取り組み，天

気や路面変化を計画的に追究する。	

○	 札幌付近の冬の天気は，北西の日本海の雲の動きが影

響していることを理解する。	

○	 ツルツル路面は，温度により表面の氷の状態が変化し

て起こることを理解する。	

【雪学習ポイント】	

◎札幌市の冬の道路における「ツルツル路面」に着目し，

雪や水，温度に働きかけて凍結路面を再現する活動におい

て，温度の変化による氷の変化が滑る要因であることを教

材化した。	

◆５年生理科「冬の天気」では，冬の１日の天気の様子を，

雲の動き，気温，日照時間などを観察し，札幌市の冬の天

気の特徴や変化の規則性を学ぶ内容となっている。本実践

では冬の天気と子どもたちの生活とを結びつけ，冬になる

とどのような準備をして，厳しい冬に挑んでいるかといっ

た視点で教科横断的な学習内容とした。	

	

	 	

	 実際の授業では，子どもたち

が氷の上に物を置き，手で弾く

ことによりどの程度進むかを計

測し，温度や表面の様子などを

観察した。こうした簡易的な体

験活動を行うことで冬のツルツ

ル路面ではどのようなことに気

図２	 ５年副教材	

図３	 冬の天気クロスカリキュラム	



をつければよいかを考えることができた。	

3.3	 ３年社会科「かわってきた人々のくらし」(H28)	

【単元のねらい】	

○	 札幌市の人々の生活について，古くから残る暮らしに

かかわる道具，それらを使っていたころの暮らしの様

子について調べたり，実際に体験したりして，人々の

生活の変化や人々の願いを考えるようにする。	

○	 道具の工夫や改良によって，人々の暮らしがどのよう

に変わってきたのかということを理解できるようにす

る。	

【雪学習ポイント】	

◎	 札幌市の歴史を道具を手がかりに，その頃の人々の様

子を想像しながら振り返る学習であるが，ここでは冬

の生活を支えてきた道具に着目する。	

	

◆道具の発達を通して暮らしの移り変わりを学ぶ単元であ

る。３年生の子供たちにとっては歴史的な認識を促すこと

は難しいが，当時の道具から現在の道具への変化を見るこ

とで暮らしの変化を予想する。ここでは，冬の道具として

雪かき道具である「竹製ジョンバ」，冬の暖をとる「湯た

んぽ」「ストーブ」など，当時の暮らしを振り返り，どの

ような生活をしていたのかを予想し，道具年表を作成しな

がら札幌市の歴史を学ぶことができるようにした。	

	

	

3.4	 5年家庭科「寒い季節を快適に」(H29)	

【単元のねらい】	

○	 寒い季節を快適に過ごすための工夫に関心をもち，快

適，安全な住まい方や衣服の着方について考えたり，

実践したりする活動を通して，明るく，暖かく，安全

に過ごすための住まいの働きや寒さから身を守るため

の衣服の働きが分かり，工夫することができる。	

【雪学習ポイント】	

◎寒い季節を快適に過ごすために，札幌市の衣食住には

様々な工夫があることを学ぶ。	

	

	 本単元は冬の生活における工夫が様々あり，暖かさを保

つ防寒具，住まいを暖める暖房器具，暖めた熱を逃がさな

い「断熱」など北国ならではの暮らしの工夫を調べる学習

構成としている。調べていく中で，北国の厳しい冬の生活

が多くの技術革新や工夫や努力によって支えられているこ

とに気付くと同時に，自分たち自身の「寒さ」に対応した

生活の工夫が低下しているのではないかと課題をもち，自

分たちの生活を見直

す流れとしている。

自分自身ができる取

り組みとして「雪か

き」の名人になるこ

とを目標に正しい道

具の使い方や雪の運

び方などを練習する時間も設定した。	

	

3.5	 6年社会科「市民の願いを実現する政治」(H29)	

【単元のねらい】	

○	 札幌市の除排雪や雪祭りに関わる計画から実施までの

過程，予算との関わりなどに着目して，各種資料で調

べ，まとめ，地方公共団体の政治の取組を捉え，国民

生活における政治の働きを考え，表現することを通し

て，地方公共団体の政治は，国民主権の考えの下，国

民生活の安定と向上を図る大切な働きをしていること

を理解することができる。	

【雪学習ポイント】	

◎札幌市の冬を代表するイベント「さっぽろ雪まつり」。

この祭りを運営するのがゆきまつり実行委員会であり，予

算編成するのが札幌市経済観光局である。「さっぽろ雪ま

つり」という社会的事象の意味を多面的に考える。	

	

◆新学習指導要領では，本単元の内容の取扱いにおいて

「地域の開発」から新たに「地域の開発や活性化」へと文

言が書き改められた。また，税の役割についてもより一層

の指導の重点化が期待されており，新たに教材化が求めら

れる学習である。そこで，本単元では，市民の願いのもと

に市の政治が計画・実施されていること，そのことによっ

て市民生活の安定と向上が図られていることがわかる社会

的事象として，札幌市の「除排雪システム」と「雪まつり」

を取り上げる。冬の観光閑散期に「さっぽろ雪まつり」が

どのような影響を及ぼすのかを考え，雪まつりへの補助金

が増額されたことをもとに、「経済」「雇用促進」「国際

化」「文化」といった多様な視点で価値を考え,市が重点

としている理由にせまっていく。	

図４	 冬の道具年表	



 
	

3.6	 ４年社会科「雪とくらす」(H29)	

【単元のねらい】	

○	 身近な自然災害について，その原因，関係機関の対策

や予防を調べる活動を通して，地域の関係機関や人々

が協力して対処していることや，自分たちにできる備

えを考えられるようにする。	

【雪学習ポイント】	

◎	 本単元では，北海道に住むわたしたちにとって身近な

雪に焦点を当て，身近な自然災害である「雪害」を取

り上げる。過去の災害について調べる活動を通して，

様々な災害が北海道でも起きているということやそれ

を防ぐための様々な雪害防止の取り組みを学ぶ。	

◆新学習指導要領では，「風水害，地震など」の自然災害

を独立させた。過去に県内で発生したものを取り上げ，県

庁や市役所などによる防災情報の発信，避難体制の確保な

どの働き，自衛隊など国の機関との関わりなどを学ぶ。防

災や安全への対応を一層重視するとともに，県庁や市役所

などの政治の働きに対する関心を高める。本単元では北海

道における特徴的な災害「雪害」を取り上げる。また，そ

の他の災害も冬季に発生した場合を考えることで，どのよ

うな備えが必要かを考えることで災害対策を自分事として

とらえる構成とした。	

４． 市内小学校への普及 

4.1	 概要	

	 市内小学校への普及のために，すぐに授業に取り組むこ

とができるように教材などをまとめた「雪学習パッケージ」

と全小学校教員に対象に雪にちなんだ記事を掲載した「雪

学習ニューズレター」を発信している。		

4.2	 雪学習パッケージ	

	 雪学習プロジェクトで授業を検討し，研究授業等を経て

制作した雪学習パッケージをWebサイト(インターネットサ

イトの札幌市ホームページまたは小学校ネットワーク内の

教育支援システム)にアップロードする。	

●学習指導案●副読本/テキスト●ワークシート●テスト	

用紙●写真素材，図表等	

4.3	 雪学習ニューズレター	

	 「雪学習NEWS」は，札幌市立小学校のすべての教諭を対	

象に，札幌の冬についての話題や知識などの情報を届けて

いるニューズレターであり，冬のシーズンを中心に，定期

的に作成・発行し，全教諭に配布している。また，市(雪

対策室)ホームページでも公開しており，教諭と児童等と

のコミュニケーションの一助となっているほか，札幌雪学

習の対外的な周知を図っている。		

	

４．	おわりに 

	 札幌雪学習プロジェクトは今年で４年目を迎え，今年度

も３つの授業を計画している。年を追うごとに実践事例が

増えていくわけだが，今後は授業実践例だけではなく教科

をまたぐ横断的な取り組み，総合的な学習の時間での位置

づけなど各学校の教育課程に位置付けやすい形として計画，

提案していくことが課題となる。そのためには，どの先生

でも扱いやすい「授業パッケージ」の開発が求められ，効

率的な教材化ができることで広く普及することが期待され

る。市内小学校すべての子供たちが「雪」を様々な側面か

ら学ぶことで，雪とともに「共生」できる「自立した札幌

人」となることを願っている。	

＊１	 札幌市立屯田北小学校

	

図５	 雪まつりへの補助金の推移	

図６	 北海道の災害年表	

図７	 雪学習ニューズレター	


